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トッ プ > 大 高 妨 > 大 高 妨 Vol.83 ( 2011/03/23 ) 


し が 家 BACKSTAGE 


サン デー で 活躍 する まん が 家 の 先 生 た ちの 近況 報告 や 読者 の みん な へ の メッ セー ジ ! 


最新 メッ セー ジ 。 バ ッ ク ナ ン バ ー リ スト 次 へ 


大 高師 


Vol.83 / 2011/03/23 


の 『 人 人 
画像 は 、 シ ンド リア 編 主要 人 物 身長 表 の 、 

バッ クス テー ジ VoIZ4 で 公開 し な か っ た 部 分 で す 。 
紅玉 た ち が シ ンド リア に や っ て 来る こと の 


ネタ パレ に な っ て し まう の で カッ ド ト し て いま し た 。 


さて 、 先 週 号 で シン ドリ ア に 巻き 起こ っ た 事件 が 解決 し まし た 。 

先週 号 の お 話 は 、「 夏 黄 文 が ゲス すぎ る けど 、 ホ ント に これ 載せ て 大 丈夫 だ ろう か ? 」 と 、 ネ ー ム を 通す か 
どう か の 打ち 合わ せ が 難 航 し まし た 。 

因みに 私 は 、 ち ょ っ と ゲス い ぐ ら い の キ ャ ラク ター の 方 が 

親しみ が 持て る よう な 気 が し ます 。 


3 週 に わた っ て スト ー リ ー が 横道 に 逸れ て し まっ て 申し 訳 あ り ま せん で し た 。 お 
お 叱り を 受け な けれ ば 、 ま た こん な 軽い ノリ の 短編 を 描い て みた いで す ! 9 チ く ン テ ー フ ぇ ぷり 

【 公 式 】 少 年 サン デー 鍋 集 部 公式 アカ ウ 
0 3 巻 で 出 た っ きり に な っ て いた 練 白 龍 と アラ ジン の 、 や っ と の 遊 近 で す 。 ント shonen_sunday の ツイ ー ト 


白 龍 が 、 ア ラジ ン ・ ア リバ バ ・ シ ンド バッ ド な ど に どん な 対応 を 見 せる の か で 今後 の スト ー リ ー が 動い て 行 


Tweets from 


Shonen_sunda 
その 一 歩 目 の 信 週 号 第 86 夜 を どう ぞ お 楽し み に ! ⑯ 四 V 


1 ユ 【 公 式 】 少 年 サン デー 綿 集 
部 Retweeted 


くさ か べ ゆ う へ .… 裁 
(@bakasakui.… ・4 
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